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近年の遠方の銀河の観測によって、早期の宇宙での銀河の進化には、銀河同士の相互作用が、大きな役割を果たしている
可能性が、強く示唆されている。このような銀河間相互作用のうち、銀河同士が合体するような、相互作用が強い場合につ
いては、これまで数多くの研究がある。一方、相互作用が弱い場合については、これまであまり研究されていなかった。銀
河間の弱い相互作用は、例えば銀河群の力学的進化を考える時には、一般には、合体の前段階として重要である。
銀河群では、その中の一つの銀河内の力学的時間と、それら銀河が銀河群内を軌道運動する時間とを比べると、後者の方
が大きいが、ほぼ同程度である。すると、銀河間の相互作用による重力の変動と、銀河内の粒子の軌道運動との共鳴によっ
て、軌道運動の運動エネルギーが銀河の内部エネルギーに、大きく変換される現象が期待される。春季年会では、球対称銀
河と点粒子の相互作用について、エネルギー変換効率の軌道周期に対する依存性を報告した。今回は、二つの無衝突系の相
互作用について、エネルギー変換効率の、摂動論による解析結果を報告したい。


